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町、小泊漁業協同組合、日本風力
開発株式会社のそれぞれが有す

る人的・物的資源を有効に活用して、
水産振興に取り組むとともに、併せて
地域活性化、人材育成・雇用創出を図
ることを目的とした水産連携協定書締
結式を８月３日㈬に役場大会議室で行
いました。
　この協定は「水産物の加工に関する
こと」「水産物の新商品開発に関する
こと」「水産物・水産加工品の販路拡
大に関すること」「その他協働して取り組む水産物・水産加工品の活性化に関すること」の４点で連携し
ていくものです。
　町長は「人口減少などにより漁業をとりまく情勢は非常に厳しい状況。協定書にもある人材育成と地
域の連携で漁業をとりまく情勢を元気づけていきたい」と意気込みを語りました。

戦没者を追悼し平和を祈念する町戦没者追
悼式が８月26日㈮に中央公民館で行われ

ました。
　式には、遺族会や関係者らが追悼に訪れまし
た。国歌斉唱、黙祷に続き、遺族会主催の慰霊
祭が行われ、各代表者が玉串を捧げました。
　式辞では、町長は「先の大戦から学び、先人
たちが作りあげた歴史・文化をかてとし、皆さ
んが暮らしやすいまちづくりに尽力する」と述
べました。
　また、町議会議長、町遺族会が追悼の辞を述べました。
　最後は、参列者全員が慰霊碑に菊の花を献花し、祈りを捧げました。

国土交通省緊急災害対策派遣隊「T
　テックフォース　

EC-FORCE」
が８月上旬の大雨による被災状況の調査報告

書を８月24日㈬に町長へ手渡しました。
　町長は「日頃使い慣れた道路が被害により使えな
くなっていることで不便をかけている。町民の皆様
の使用頻度も考えて修理し、今後同じ被害に合うこ
とが無いよう対策をしていきたい」と今後の復旧作
業に向けて話しました。
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